
地
方
創
生
の
推
進

　

町
の
第
９
次
大
槌
町
総
合
計
画
で
は
、

人
口
減
少
や
少
子
化
の
進
展
な
ど
、
社
会

情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
こ
れ
ま
で
の
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
、
人

と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
た
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
活
力
あ

る
地
場
産
業
の
創
出
や
時
代
の
変
化
に
対

応
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
、
地
方
創

生
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

第
９
次
大
槌
町
総
合
計
画
の
「
前
期
基

本
計
画
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年

度
で
５
年
間
の
計
画
期
間
を
終
了
す
る
こ

と
か
ら
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
10
年
度

ま
で
の
５
年
計
画
で
実
施
す
る
「
後
期
基

本
計
画
」
の
策
定
に
令
和
４
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
「
後
期
基
本
計
画
」は
、「
前
期
基
本
計
画
」

に
掲
げ
た
基
本
構
想
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら

に
社
会
情
勢
の
変
化
や
、
国
が
新
た
に
進

め
る
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」

を
鑑
み
、そ
の
課
題
と
対
策
を
整
理
し
、「
国

土
強
靱
化
地
域
計
画
」
と
「
地
方
版
総
合

戦
略
」
を
統
合
し
た
、
一
体
的
な
構
成
で

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

組
織
体
制

　

国
の
こ
ど
も
家
庭
庁
創
設
や
こ
ど
も
基

本
法
を
踏
ま
え
、
少
子
化
対
策
を
含
む
子

ど
も
・
子
育
て
政
策
な
ど
の
重
要
課
題
を

着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
人
的

資
源
の
重
点
的
配
置
を
行
う
と
と
も
に
、

効
率
的
な
業
務
執
行
が
で
き
る
よ
う
、
健

康
福
祉
課
に「
こ
ど
も
班
」を
新
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
数
は
、
１
５
０
人
体
制
を

予
定
し
て
お
り
、
新
規
採
用
職
員
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
般
事
務
職
、
保
健
師
、
管

理
栄
養
士
の
ほ
か
、
正
規
職
員
の
不
在
が

続
い
て
い
た
文
化
財
専
門
員
２
名
を
採
用

す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

当
初
予
算
編
成

　

令
和
５
年
度
当
初
予
算
は
、
第
９
次
大

槌
町
総
合
計
画
に
掲
げ
る
施
策
を
着
実
に

推
し
進
め
つ
つ
、
持
続
可
能
な
町
財
政
運

営
を
図
る
予
算
と
し
て
編
成
し
て
お
り
ま

す
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
１
０
６
億
７

千
６
百
万
円
を
計
上
し
、
対
前
年
度
比
で

19
・
79
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特

に
も
公
債
費
が
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
財
政
構
造
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、

町
債
の
繰
上
償
還
に
要
す
る
費
用
を
計
上

し
た
こ
と
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
特
別
会
計
当
初
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
減
少
に
伴
う

保
険
給
付
費
の
減
少
等
の
理
由
に
よ
り
特

別
会
計
全
体
は
対
前
年
度
比
で
２
・
１
７

％
減
の
31
億
７
千
６
１
８
万
７
千
円
を
計

上
し
て
お
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
伴
い
、
税
収
は
減
少
傾
向

に
あ
る
中
、
行
政
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
複

雑
・
多
様
化
し
て
お
り
、
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
や
社
会
保
障
費
の
増
大
、
老
朽
化
し

た
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
な
ど
財
政
需
要

の
増
加
、
復
興
事
業
の
完
了
に
伴
う
特
別

交
付
税
の
精
算
な
ど
が
見
込
ま
れ
て
お
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み

に
は
積
極
的
な
投
資
を
行
い
な
が
ら
も
、

行
政
コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
、
持
続
可
能

な
町
財
政
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に

　

町
民
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
が
変
化
す

る
中
、
震
災
前
と
は
異
な
る
地
縁
と
な
っ

た
こ
と
で
、
自
治
会
・
町
内
会
に
お
け
る

繋
が
り
の
希
薄
化
や
役
員
の
担
い
手
不
足

産業・観光

地場産業の拡大▶「岩手大槌サーモン」「岩手ジビエ
大槌鹿」の拡大支援▶︎地場産品の生産性向上および
安定収量の確保の支援▶︎サーモン養殖事業▶︎ウニ蓄
養事業▶︎藻場再生事業▶︎ダイビング等を活用した観
光振興事業

観光物産の拡大▶︎アニメの活用▶︎イベントや郷土芸
能を活用した観光誘客▶︎大槌町魅力発信体験型ツー
リズム事業

地域経済対策▶︎住宅建設等促進事業補助金▶︎合宿誘
致事業▶︎おおちゃん融資

健康・福祉

子育て環境の充実▶︎妊娠期から出産・子育てまで一
貫した伴走型相談支援と経済支援▶︎地域で子育てを
相互援助していく「ファミリー・サポート・センター」
の創設▶︎子どもの居場所づくり支援

高齢者支援の推進▶︎「大槌町敬老の集い」の地域単位
での開催を支援

教育・文化

生涯を通してつながる学びの推進
▶︎特別支援教育の視点による一人一人に適した支援

地域へと広がる魅力的な学びの場づくり
▶︎大槌高校魅力化推進事業

町民の学習活動の推進
▶︎歴史文化の掘り起こし▶︎第 50 回町民文化祭

震災伝承▶︎震災語り部の育成▶︎震災教育コンテンツ
開発▶︎伝承の場検討▶︎（仮称）鎮魂の森整備

安全・快適

災害に強いまちづくりの推進▶津波避難対策緊急事
業計画を策定▶︎指定避難場所標識整備事業▶︎防災無
線設備更新整備事業▶︎消防屯所の整備

自然環境の保全▶︎大槌町環境基本計画の策定

新たな交通ネットワーク▶︎デマンド型の乗合タクシ
ー実証運行の継続

施
政
方
針
演
述
要
旨

令
和
５
年
大
槌
町
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平
野
公
三

町
長
が
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
本
年
度
の
施
政
方
針
を

述
べ
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

将来を見据えた持続可能なまちづくり

協働による地域・まちづくりの推進▶︎「子どもの遊
び場」についての検討

男女共同参画社会の推進▶︎パートナーシップ制度の
導入検討

移住・定住の促進▶︎地域の活性化とまちづくり人材
の定住▶︎地域の担い手の確保

行政手続きのデジタル化▶︎業務の効率化および町民
の利便性向上

広域行政の推進▶︎第２期釜石・大槌定住自立圏共生
ビジョン

未来につなげる着実な復興まちづくり

支え合い誰もが暮らし続けられる地域社会づくり
▶︎各地域における持続的な運営の仕組みの検討およ
び支援
▶︎災害援護資金貸付金

な
ど
と
い
っ
た
課
題
が
散
見
さ
れ
る
状
況

で
あ
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤

再
生
は
、
今
な
お
安
定
と
自
走
化
に
時
間

を
要
す
る
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　

安
定
的
な
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
一
人
一
人
に
寄

り
添
っ
た
「
心
の
復
興
」
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
大
槌
町
が
持
続

可
能
な
ま
ち
と
な
る
べ
く
、
未
来
へ
の
可

能
性
を
探
求
し
、生
き
残
り
を
か
け
た
「
真

の
復
興
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
私
の
町
長
と
し
て
の
任
期
が

満
了
と
な
る
年
で
あ
り
ま
す
。
２
期
目
の

任
期
満
了
を
目
前
に
控
え
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
確
実
な
も
の
へ
と
発

展
さ
せ
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
「
魅
力
あ
る
人
を
育
て 

新
し

い
価
値
を
創
造
し
続
け
る
ま
ち
大
槌
」
を

実
現
さ
せ
る
べ
く
、
残
り
の
任
期
に
つ
き

ま
し
て
も
粉
骨
砕
身
の
覚
悟
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
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